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Ⅰ 調査の概要 

1 

１ 調査目的 

 本調査は、平成 29年度に予定している「いきいき安心プランⅥまつど（第８期高齢者保健福祉

計画・第７期介護保険事業計画）」の策定に向けて、介護事業所従事者（経営者・管理者、従事者、

介護支援専門員）及び町会・自治会等の介護に対する意識や考え方、特別養護老人ホーム入所待

機者の生活状況等を把握し、計画策定の基礎資料として活用するために実施しました。 

 

２ 調査実施の概要 

本調査の調査対象者、調査方法、実施期間及び回収状況は以下の通りです。 

 

 
介護施設従事者調査 

（経営者・管理者） 
介護施設従事者調査 

（従事者） 
介護施設従事者調査 
（介護支援専門員） 

基準日 平成 29 年６月１日 

対象 
市内介護保険施設及び事業
所等の経営・管理をされてい
る方 

市内介護保険施設及び事業
所等で従事されている方 

介護事業所に勤務されている
介護支援専門員（主任介護
支援専門員を含む） 

母集団 580 人 7,979 人 641 人 

標本数 580 人 7,979 人 641 人 

抽出方法 事前調査により把握できた対象者への悉皆調査 

調査期間 平成 29 年６月２日～６月 23 日 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

回収数 320 人 2,435 人 337 人 

有効回収数 320 人 2,434 人 337 人 

有効回収率 55.5％ 30.6％ 52.6％ 

標本誤差※ 

90％または 10％前後＝ ±2.20 
80％または 20％前後＝ ±2.94 
70％または 30％前後＝ ±3.36 
60％または 40％前後＝ ±3.60 

50％前後＝ ±3.67 

90％または 10％前後＝ ±0.99 
80％または 20％前後＝ ±1.32 
70％または 30％前後＝ ±1.52 
60％または 40％前後＝ ±1.62 

50％前後＝ ±1.66 

90％または 10％前後＝ ±2.21 
80％または 20％前後＝ ±2.94 
70％または 30％前後＝ ±3.37 
60％または 40％前後＝ ±3.60 

50％前後＝ ±3.68 

 ※本調査の標準誤差は、以下の式によって得られます 

= ±2 2 × −− 1 × （100 − ）
  ※

−− 1 ≒ 1 
 

  

k=標本誤差 N=母集団数 n=比率算出の基数（サンプル数） P=回答比率 
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 特別養護老人ホーム入所待機者調査 町会・自治会等調査 

基準日 平成 29 年６月１日 

対象 
市内の特別養護老人ホームに入所申込書
を提出している方 

市内の町会、自治会、マンション管理組合
等の代表者 

母集団 898 人 1,000 人 

標本数 898 人 1,000 人 

抽出方法 悉皆調査 悉皆調査 

調査期間 平成 29 年６月２日～６月 23 日 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

回収数 351 人 346 人 

有効回収数 351 人 341 人 

有効回収率 39.1％ 34.1％ 

標本誤差 

90％または 10％前後＝ ±2.45 
80％または 20％前後＝ ±3.27 
70％または 30％前後＝ ±3.74 
60％または 40％前後＝ ±4.00 

50％前後＝ ±4.08 

90％または 10％前後＝ ±2.59 
80％または 20％前後＝ ±3.45 
70％または 30％前後＝ ±3.95 
60％または 40％前後＝ ±4.22 

50％前後＝ ±4.31 

 ※本調査の標準誤差は、以下の式によって得られます 

= ±2 2 × −− 1 × （100 − ）
  ※

−− 1 ≒ 1 
３ 報告書の見方について 

・集計した数値（％）は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しています。そのため、

質問に対する回答の選択肢が１つだけの場合、選択肢の数値（％）をすべて合計しても、四捨

五入の関係で 100.0％にならないことがあります。 

・回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選択肢の割合

を合計すると 100.0％を超えます。 

・調査票の選択肢の文章が長い場合、要約して短く表現している場合があります。 

・図中で「－」と表示してあるのは、回答者がいなかった場合です。 

・選択肢「その他」の回答割合が 10％を超えているものについては、代表的な意見や内容を記し

ています。ただし、調査票で記入欄を設けていない場合や、回答者数が少数のため分類が困難

な場合は記載していません。 

k=標本誤差 N=母集団数 n=比率算出の基数（サンプル数） P=回答比率 
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・日常生活圏域については、下記の通り 14 地域に分類して集計しました。 

 

日常生活圏域 字 名 

本庁地区 小山、二十世紀が丘美野里町、本町、松戸 

明第１地区 
岩瀬、小根本、胡録台、仲井町、根本、野菊野、松戸新田、緑ヶ丘、 

稔台、吉井町 

明第２東地区 
上本郷、北松戸、竹ヶ花、竹ヶ花西町、南花島、南花島中町、 

南花島向町 

明第２西地区 古ヶ崎、栄町、栄町西、樋野口 

矢切地区 
大橋（旧有料道路〔県道松戸・原木線〕西側）、上矢切、栗山、下矢切、 

中矢切、二十世紀が丘柿の木町、二十世紀が丘萩町、三矢小台 

東部地区 

秋山、大橋（旧有料道路〔県道松戸・原木線〕東側）、紙敷、河原塚、 

高塚新田、田中新田、二十世紀が丘戸山町、二十世紀が丘中松町、 

二十世紀が丘梨元町、二十世紀が丘丸山町、東松戸、和名ヶ谷 

常盤平地区・常盤平

団地地区 

金ヶ作、千駄堀、常盤平、常盤平陣屋前、常盤平西窪町、常盤平双葉町、 

常盤平松葉町、常盤平柳町、日暮、牧の原 

五香松飛台地区 
串崎新田、串崎南町、五香、五香西、五香南、五香六実、初富飛地、 

松飛台 

六実六高台地区 高柳、高柳新田、六実、六高台、六高台西 

馬橋地区 
幸谷、新作、中根、中根長津町、中和倉、八ヶ崎・八ヶ崎２丁目～８丁

目、八ヶ崎緑町、馬橋（ＪＲ線東側）、三ヶ月 

小金地区 

大金平、大谷口、大谷口新田、上総内、久保平賀、幸田、小金、 

小金上総町、小金きよしヶ丘、小金清志町、殿平賀、中金杉、 

根木内（国道６号線西側）、東平賀、平賀、二ツ木、二ツ木二葉町 

小金原地区 栗ヶ沢、小金原、根木内（国道６号線東側）、八ヶ崎１丁目 

新松戸地区 新松戸、新松戸北、新松戸東、横須賀 

馬橋西地区 

旭町、七右衛門新田、新松戸南、外河原、西馬橋、西馬橋相川町、 

西馬橋蔵元町、西馬橋幸町、西馬橋広手町、馬橋（ＪＲ線西側）、 

主水新田 

 

※日常生活圏域は 15 圏域あるが、施設整備計画策定にあたり、「常盤平団地地区」と「常盤平

地区」を１つの圏域として取り扱っていることより、14 地域に分類し集計しました。 
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24.4

19.7

1.6

4.7

1.9

8.1

13.8

3.1

0.9

0.6

3.4

0.6

1.3

0.3

5.9

1.9

0.6

0.3

0.3

0.3

1.9

4.4

0 10 20 30

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問入浴介護事業所

訪問看護事業所

訪問リハビリテーション事業所

広域型通所介護事業所

地域密着型通所介護事業所（療養通所含む）

通所リハビリテーション事業所

短期入所生活介護事業所

短期入所療養介護事業所

広域型特別養護老人ホーム

地域密着型特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

グループホーム

小規模多機能型居宅介護事業所

看護小規模多機能型居宅介護事業所

認知症対応型通所介護事業所

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

特定施設入居者生活介護事業所

その他

無回答

％総数=320

 

 

 

（１）事業所種別 

 

 

 

 「居宅介護支援事業所」が 24.4％と最も多く、次いで「訪問介護事業所」が 19.7％、「地域密着

型通所介護事業所（療養通所含む）」が 13.8％、「広域型通所介護事業所」が 8.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 施設及び事業所等の概要について 

Ｑ１．貴施設及び事業所等の種別はどれにあたりますか。（１つに○） 
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0.6

83.4

6.3

1.6

1.3

1.6

3.1

2.2

0 20 40 60 80 100

０人

１～10人未満

10人以上20人未満

20人以上30人未満

30人以上40人未満

40人以上50人未満

50人以上

無回答

％総数=320(複数回答)

20.3

48.1

21.3

5.6

1.9

0.6

0.0

2.2

0 20 40 60

０人

１～10人未満

10人以上20人未満

20人以上30人未満

30人以上40人未満

40人以上50人未満

50人以上

無回答

％総数=320(複数回答)

（２）従業員数 

 

 

 

①正規職員 

 「１～10 人未満」が 83.4％と最も多く、次いで「10 人以上 20 人未満」が 6.3％、「50 人以上」

が 3.1％、「20 人以上 30人未満」が 1.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②非正規職員（嘱託、契約、臨時、パート等） 

 「１～10人未満」が 48.1％と最も多く、次いで「10人以上 20人未満」が 20.3％、「０人」が 7.5％、

「20 人以上 30人未満」が 5.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．平成２９年１月１日時点の貴施設及び事業所等の従業員数をご記入ください。 



Ⅱ 介護施設従事者調査（経営者・管理者）の結果 

7 

89.1

7.5

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

0 20 40 60 80 100

０人

１～10人未満

10人以上20人未満

20人以上30人未満

30人以上40人未満

40人以上50人未満

50人以上

無回答

％総数=320(複数回答)

③非正規職員（派遣職員） 

 「０人」が 89.1％と最も多く、次いで「１～10人未満」が 7.5％、「10人以上 20 人未満」が 1.3％

と続いています。 
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０人

43.4%

１人

19.4%

２人

11.6%

３人

4.4%

４人

3.8%

５人以上

5.6%

無回答

11.9%

総数
320

０人

29.7%

１人

17.8%
２人

11.6%

３人

8.8%

４人

5.0%

５人以上

8.1%

無回答

19.1%

総数
320

（３）入職数 

 

 

 

 

①正規職員 

 「０人」が 43.4％と最も多く、次いで「１人」が 19.4％、「２人」が 11.6％、「５人以上」が 5.6％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②非正規職員（嘱託、契約、臨時、パート等） 

 「０人」が 29.7％と最も多く、次いで「１人」が 17.8％、「２人」が 11.6％、「３人」が 8.8％と

続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３．平成２８年１月～平成２８年１２月の間に貴施設及び事業所等に入職された方の人数を

ご記入ください。 
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０人

47.2%

１人

2.5%２人

1.6%３人

0.3%

４人

0.3%

５人以上

0.9%

無回答

47.2%
総数
320

 

②非正規職員（派遣職員） 

 「０人」が 47.2％と最も多く、次いで「１人」が 2.5％、「２人」が 1.6％、「５人以上」が 0.9％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Ⅱ 介護施設従事者調査（経営者・管理者）の結果 

10 

０人

50.3%

１人

15.6%

２人

6.3%

３人

4.4%

４人

0.6%

５人以上

4.7%

無回答

18.1%

総数
320

０人

35.0%

１人

18.8%

２人

11.6%

３人

7.8%

４人

1.9%

５人以上

5.6%

無回答

19.4%

総数
320

（４）離職数 

 

 

 

 

①正規職員 

 「０人」が 50.3％と最も多く、次いで「１人」が 15.6％、「２人」が 6.3％、「５人以上」が 4.7％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②非正規職員（嘱託、契約、臨時、パート等） 

 「０人」が 35.0％と最も多く、次いで「１人」が 18.8％、「２人」が 11.6％、「３人」が 7.8％と

続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４．平成２８年１月～平成２８年１２月の間に貴施設及び事業所等で離職された方の人数を

ご記入ください。 
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０人

48.1%

１人

1.9%２人

1.3%

３人

0.6%

４人

0.0%

５人以上

0.3%

無回答

47.8% 総数
320

②非正規職員（派遣職員） 

 「０人」が 48.1％と最も多く、次いで「１人」が 1.9％、「２人」が 1.3％、「３人」が 0.6％と続

いています。 
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配置あり

84.4

38.1

47.8

25.3

41.3

30.3

25.0

45.3

14.1

10.3

6.3

20.9

13.4

1.3

38.4

43.1

4.1

配置なし

2.5

30.0

30.0

37.8

25.6

30.9

38.1

20.3

45.9

48.8

52.5

38.4

45.3

55.9

27.5

26.6

21.6

無回答

13.1

31.9

22.2

36.9

33.1

38.8

36.9

34.4

40.0

40.9

41.3

40.6

41.3

42.8

34.1

30.3

74.4

役員、管理職

サービス提供責任者

介護支援専門員

３以外のサービス計画作成担当

看護職員

施設介護職員

訪問介護員

介護職員

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

９～11以外の機能訓練士

管理栄養士・栄養士

歯科衛生士

生活相談員・支援相談員

事務職員

その他

％％総数=320

（５）配置状況 

 

 

 

 

①配置の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ５．貴施設及び事業所等において、それぞれ従業員の配置状況はどうですか。 

（それぞれあてはまるもの全てに○） 
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13 

不足

14.8

23.0

23.5

25.9

30.3

52.6

71.3

44.8

37.8

39.4

40.0

17.9

4.7

0.0

18.7

22.5

30.8

適正

84.8

76.2

74.5

72.8

68.2

45.4

27.5

51.7

62.2

60.6

55.0

79.1

93.0

100

80.5

75.4

69.2

余剰

0.4

0.8

2.0

1.2

1.5

2.1

1.3

3.4

0.0

0.0

5.0

3.0

2.3

0.0

0.8

2.2

0.0

役員、管理職(270)

サービス提供責任者(122)

介護支援専門員(153)

３以外のサービス計画作成担当( 81)

看護職員(132)

施設介護職員( 97)

訪問介護員( 80)

介護職員(145)

理学療法士 ( 45)

作業療法士( 33)

言語聴覚士( 20)

９～11以外の機能訓練士( 67)

管理栄養士・栄養士( 43)

歯科衛生士(  4)

生活相談員・支援相談員(123)

事務職員(138)

その他( 13)

％％総数=320

②職員の過不足 
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14 

全

体

平

日

の

日

中

は

不

足

平

日

の

日

中

は

や

や

不

足

平

日

の

夜

間

は

不

足

平

日

の

夜

間

は

や

や

不

足

土

･

日

･

祝

日

は

不

足

土

･

日

･

祝

日

は

や

や

不

足

適

正

に

充

足

余

剰

あ

り

配

置

な

し

無

回

答

320 5 22 1 4 7 13 230 1 8 41

100.0 1.6 6.9 0.3 1.3 2.2 4.1 71.9 0.3 2.5 12.8

320 6 14 4 2 7 7 94 1 96 101

100.0 1.9 4.4 1.3 0.6 2.2 2.2 29.4 0.3 30.0 31.6

320 10 16 2 1 6 9 114 3 96 71

100.0 3.1 5.0 0.6 0.3 1.9 2.8 35.6 0.9 30.0 22.2

320 9 10 - - 1 2 60 2 121 117

100.0 2.8 3.1 - - 0.3 0.6 18.8 0.6 37.8 36.6

320 7 18 6 1 13 11 92 3 82 104

100.0 2.2 5.6 1.9 0.3 4.1 3.4 28.8 0.9 25.6 32.5

320 11 20 6 5 16 22 45 3 99 123

100.0 3.4 6.3 1.9 1.6 5.0 6.9 14.1 0.9 30.9 38.4

320 24 17 13 7 25 12 22 1 122 118

100.0 7.5 5.3 4.1 2.2 7.8 3.8 6.9 0.3 38.1 36.9

320 23 22 10 6 23 14 76 6 66 108

100.0 7.2 6.9 3.1 1.9 7.2 4.4 23.8 1.9 20.6 33.8

320 6 8 - - 1 3 29 - 148 127

100.0 1.9 2.5 - - 0.3 0.9 9.1 - 46.3 39.7

320 4 8 - - - 4 20 - 156 131

100.0 1.3 2.5 - - - 1.3 6.3 - 48.8 40.9

320 4 3 - - - 1 11 1 168 132

100.0 1.3 0.9 - - - 0.3 3.4 0.3 52.5 41.3

320 2 8 - - 3 1 55 3 123 128

100.0 0.6 2.5 - - 0.9 0.3 17.2 0.9 38.4 40.0

320 - 1 1 - 1 - 40 1 145 132

100.0 - 0.3 0.3 - 0.3 - 12.5 0.3 45.3 41.3

320 - - - - - - 4 - 179 137

100.0 - - - - - - 1.3 - 55.9 42.8

320 6 13 - - 3 6 100 2 88 108

100.0 1.9 4.1 - - 0.9 1.9 31.3 0.6 27.5 33.8

320 11 13 2 - 4 4 104 3 85 97

100.0 3.4 4.1 0.6 - 1.3 1.3 32.5 0.9 26.6 30.3

320 3 1 - - - - 10 1 69 237

100.0 0.9 0.3 - - - - 3.1 0.3 21.6 74.1

16

17

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

訪問介護員

介護職員

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

９～11以外の機能訓練士

管理栄養士・栄養士

歯科衛生士

生活相談員・支援相談員

事務職員

その他

施設介護職員

役員、管理職

サービス提供責任者

介護支援専門員

３以外のサービス計画作

成担当

看護職員

③不足している時間帯 
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15 

いる

6.3%

いない

91.3%

無回答

2.5%

総数
320

（６）外国籍従業員 

 

 

 

 「いない」が 91.3％、「いる」が 6.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ６．貴施設及び事業所等において、外国籍の従業員はいますか。（どちらかに○） 



Ⅱ 介護施設従事者調査（経営者・管理者）の結果 

16 

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3

39.1

13.0

34.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.7

0.0

0 10 20 30 40 50

役員、管理職

サービス提供責任者

介護支援専門員

３以外のサービス計画作成担当

看護職員

施設介護職員

訪問介護員

介護職員

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

９～11以外の機能訓練士

管理栄養士・栄養士

歯科衛生士

生活相談員・支援相談員

事務職員

その他

無回答

％総数=23

０人

0.0%

１人

47.8%

２人

17.4%

３人

17.4%

４人

4.3%

５人以上

8.7%

無回答

4.3%

総数
23

（７）外国籍従業員の職種等 

 

 

 

 

①職種 

 「施設介護職員」が 39.1％と最も多く、次いで「介護職員」が 34.8％、「訪問介護員」が 13.0％、

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②人数 

 「１人」が 47.8％と最も多く、次いで「２人」が 17.4％、「３人」が 17.4％、「５人以上」が 8.7％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６-１．外国籍の従業員の職種、人数、国籍等をご記入ください。 

（Ｑ５の職種の番号ごとにそれぞれご記入ください。） 
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17 

有

8.7%

無

78.3%

無回答

13.0%

総数
23

55.6

27.8

9.3

3.7

1.9

1.9

0 20 40 60

ベトナム

フィリピン

中国

韓国

ペルー

モンゴル

外国人数=54 ％

③国籍 

 「ベトナム」が 55.6％で最も多く、次いでフィリピンが 27.8％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ＥＰＡ 

 「無」が 78.3％、「有」が 8.7％となっています。 
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18 

56.9

15.0

50.3

11.6

4.4

18.1

15.0

2.8

8.1

4.4

0 20 40 60

職員の確保

職員の定着率が低い

利用者の確保

設備等の職場環境

物品購入等の仕入れコスト

他事業所との連携

医療ニーズへの対応

その他

特にない

無回答

％総数=320(複数回答)

 

 

 

（１）運営上の課題 

 

 

 

 

 「職員の確保」が 56.9％と最も多く、次いで「利用者の確保」が 50.3％、「他事業所との連携」

が 18.1％、「職員の定着率が低い」が 15.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 施設及び事業所等の運営状況等について 

Ｑ７．貴施設及び事業所等において、運営上の課題はどのようなことですか。 

（あてはまるもの全てに○） 
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19 

41.5

80.3

11.2

34.0

29.8

34.6

14.9

53.2

18.1

2.1

0.0

0.5

0 20 40 60 80 100

求人経費（広告料、紹介料等）の

負担が大きい

求人しても応募がない

人材を確保する手段やノウハウが乏しい

介護業界内で人材が流動的で

取り合いになっている

介護業界のイメージアップ

求職者と求人ニーズの

マッチングの難しさ

介護実習の際に違和感が生じるなど

仕事に就く前と就いた後のギャップ

賃金など労働条件の改善

職場の人間関係の改善

その他

特にない

無回答

％総数=188(複数回答)

（２）人材確保の課題 

 

 

 

 

 

 「求人しても応募がない」が 80.3％と最も多く、次いで「賃金など労働条件の改善」が 53.2％、

「求人経費（広告料、紹介料等）の負担が大きい」が 41.5％、「求職者と求人ニーズのマッチング

の難しさ」が 34.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）で１（職員の確保）、２（職員の定着率が低い）と回答した方 

Ｑ７-１．人材確保や職員の定着率を高めるうえで、課題と感じているのはどのようなことです

か。（あてはまるもの全てに○） 
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20 

38.8

15.9

8.1

11.3

7.5

21.3

5.0

23.8

28.8

12.8

20.0

13.1

13.8

6.6

0 10 20 30 40 50

能力や実績に照らして、給与（賃金）や

手当が低いため

業務量、労働時間、超過勤務が多いため

勤務ローテーションやシフトが不規則なため

有給休暇や特別休暇等が取りにくいため

キャリアアップ・研修制度・資格取得等の

人材育成が不十分なため

人員不足による、個々の責任の負担が

大きいため

夜間や深夜時間帯の勤務における

緊急対応への不安があるため

身体的負担が大きい（体力に不安がある）ため

精神的負担が大きいため

介護保険事業に対する社会的評価が低いため

職場の人間関係が難しいため

その他

（介護業界内での転職が多いだけで）特に

離職者が多いとは感じていない

無回答

％総数=320(複数回答)

（３）離職理由 

 

 

 

 

 「能力や実績に照らして、給与（賃金）や手当が低いため」が 38.8％と最も多く、次いで「精神

的負担が大きいため」が 28.8％、「身体的負担が大きい（体力に不安がある）ため」が 23.8％、「人

員不足による、個々の責任の負担が大きいため」が 21.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ８．貴施設及び事業所等から離職する理由のうち、主な理由はどのようなことだと思われま

すか。（あてはまるもの全てに○） 
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21 

28.4

9.7

21.6

15.0

4.4

14.4

10.3

45.3

7.8

3.1

3.4

12.2

8.4

0 10 20 30 40 50

能力や実績に応じた役職や給与体系

（キャリアアップの仕組み）を構築すること

超過勤務手当等の諸手当の支給を

充実させること

人材育成のための研修・資格取得制度を

構築すること

規則的な勤務ローテーションやシフト体制等を

確立すること

ＩＣＴ等の導入による書類作成の軽減等、

事務作業の効率化、省略化を図ること

育児・介護の休暇等の支援体制や資格取得

支援等の福利厚生を充実させること

研修や相談体制の確立により、

メンタルヘルスケアを充実させること

面談等でのコミュニケーションを図り、職場内の

人間関係を良好にすること

苦情等のトラブル対応への組織的サポート

体制を整備すること

その他

どの方策も効果が上がらなかった

特に取り組んだことはない

無回答

％総数=320(複数回答)

（４）離職防止、就業定着 

 

 

 

 

 「面談等でのコミュニケーションを図り、職場内の人間関係を良好にすること」が 45.3％と最も

多く、次いで「能力や実績に応じた役職や給与体系（キャリアアップの仕組み）を構築すること」

が 28.4％、「人材育成のための研修・資格取得制度を構築すること」が 21.6％、「規則的な勤務ロー

テーションやシフト体制等を確立すること」が 15.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ９．貴施設及び事業所等において、これまで取り組んだ離職防止や就業定着のための方策で、

特に効果が高かったものはどれですか。（３つまで○） 
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71.4

67.0

35.2

22.0

6.6

24.2

11.0

1.1

0 20 40 60 80

介護技術・マネジメント等の能力や実績

資格の取得状況、研修の受講状況

介護職としての経験年数

自らの組織での経験年数

年齢

従業員自身による自己評価

その他

無回答

％総数=91(複数回答)

（５）人事評価 

 

 

 

 

 

 「介護技術・マネジメント等の能力や実績」が 71.4％と最も多く、次いで「資格の取得状況、研

修の受講状況」が 67.0％、「介護職としての経験年数」が 35.2％、「従業員自身による自己評価」が

24.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４）で１（能力や実績に応じた役職や給与体系を構築すること）と回答した方 

Ｑ９-１．人事評価や役職・給与の決定は、何に基づいて行っていますか。 

（あてはまるもの全てに○） 
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44.9

50.7

68.1

36.2

43.5

26.1

0.0

0.0

0 20 40 60 80

職員の育成計画の作成

外部研修や資格取得のための講義等を

受講できる人員体制の整備

外部研修受講や資格取得に要する

費用の助成

ＯＪＴ（職場での仕事の経験を通じた

職業訓練）の仕組みの構築

評価項目に基づく人事評価の実施

人事評価や研修についての従業者の

意見の聴取

その他

無回答

％総数=69(複数回答)

（６）人材育成 

 

 

 

 

 「外部研修受講や資格取得に要する費用の助成」が 68.1％と最も多く、次いで「外部研修や資格

取得のための講義等を受講できる人員体制の整備」が 50.7％、「職員の育成計画の作成」が 44.9％、

「評価項目に基づく人事評価の実施」が 43.5％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４）で３（人材育成のための研修・資格取得制度を構築すること）と回答した方 

Ｑ９-２．人材育成のために、どのような取組みを行っていますか。（あてはまるもの全てに○） 
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導入済み

50.3

68.1

46.3

26.3

15.3

2.8

4.1

2.8

3.8

2.5

0.6

導入予定

1.3

1.6

2.8

3.4

0.9

1.3

1.3

0.0

0.6

0.6

0.0

導入しない

5.9

2.5

7.2

12.8

12.5

15.0

15.9

13.8

13.4

14.4

3.8

未定

12.2

6.6

18.1

22.5

8.4

15.0

14.7

15.9

15.6

17.2

1.9

該当なし

14.4

10.6

12.5

16.3

40.3

42.5

40.0

43.1

42.2

41.6

20.6

無回答

15.9

10.6

13.1

18.8

22.5

23.4

24.1

24.4

24.4

23.8

73.1

凡例

会計システム

利用料請求システム

介護・業務記録システム

勤怠管理システム

リフト（浴室）

リフト（浴室外）

見守りカメラ

バイタルセンサー

着圧センサー

パワードスーツ

その他

％％総数=320

（７）ＩＣＴ 

 

 

 

 「利用料請求システム」（68.1％）、「会計システム」（50.3％）は、半数以上の施設及び事業書道で

導入済みです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ10．貴施設及び事業所等において、ＩＣＴ等の導入状況はどうですか。（それぞれ１つずつ○） 
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25 

35.6

19.1

26.9

2.2

42.2

2.2

19.4

30.0

6.9

7.2

19.7

10.9

14.1

21.9

4.4

0.0

8.1

0 20 40 60

日常的な掃除、洗濯及び炊事等の家事援助

ごみ出し

食材や日用品等の買い物代行

草取りや水やり等の庭の手入れ

声かけ、見守り、緊急通報装置等による

安否確認

電話等による服薬確認

話し相手（傾聴）

移送ドライバー、通院介護や散歩補助等の

外出支援

健康体操や筋力トレーニング等の運動指導、

機会の提供

認知症予防のための脳トレーニングや

運動教室

地域交流の場として、サロンやコミュニティ

カフェの開設

弁当や食材配達等の配食

認知症の方の市民後見人等の権利擁護

介護家族等へのアドバイス、サポート

その他

特にない

無回答

％総数=320(複数回答)

 

 

 

（１）生活支援 

 

 

 

 

 「声かけ、見守り、緊急通報装置等による安否確認」が 42.2％と最も多く、次いで「日常的な掃

除、洗濯及び炊事等の家事援助」が 35.6％、「移送ドライバー、通院介護や散歩補助等の外出支援」

が 30.0％、「食材や日用品等の買い物代行」が 26.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 生活支援、医療・介護連携等について 

Ｑ11．今後、高齢になっても住み慣れた地域（住宅）での生活を続けるために、地域において

特に必要と思う生活支援はどのようなことですか。（３つまで○） 
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不足／やや不足

10.6

31.6

17.8

24.4

27.8

6.6

11.6

18.4

17.2

23.4

24.7

27.8

15.3

30.6

17.8

23.1

29.4

31.6

36.6

10.0

0.9

適正

37.5

22.8

27.2

27.8

23.4

25.0

26.9

28.8

29.1

22.8

18.1

22.5

29.7

19.7

30.6

24.4

16.6

19.4

14.4

25.3

2.5

過剰／やや過剰

15.6

12.5

5.6

8.4

6.3

27.5

22.5

14.7

14.1

5.9

15.9

8.8

15.3

3.8

13.8

6.3

2.5

2.8

0.9

10.3

0.9

わからない

23.4

23.1

33.8

26.6

28.8

26.9

25.3

25.9

27.5

34.1

28.1

28.8

26.6

31.6

24.7

32.5

37.8

32.2

34.7

40.6

13.4

無回答

12.8

10.0

15.6

12.8

13.8

14.1

13.8

12.2

12.2

13.8

13.1

12.2

13.1

14.4

13.1

13.8

13.8

14.1

13.4

13.8

82.2

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問入浴介護事業所

訪問看護事業所

訪問リハビリテーション事業所

広域型通所介護事業所

地域密着型通所介護事業所

（療養通所含む）

通所リハビリテーション事業所

短期入所生活介護事業所

短期入所療養介護事業所

広域型特別養護老人ホーム

地域密着型特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

グループホーム

小規模多機能型居宅介護事業所

看護小規模多機能型居宅介護

事業所

認知症対応型通所介護事業所

定期巡回・随時対応型訪問介護

看護事業所

特定施設入居者生活介護事業所

その他

％総数=320

（２）過不足サービス 

 

 

 

 

 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所」（36.6%）、「認知症対応型通所介護事業所」（31.6%）、

「訪問介護事業所」（31.6%）、「介護療養型医療施設」（30.6％）で、「不足」と「やや不足」の合計

が 30％以上となっています。 

 「広域型通所介護事業所」（27.5%）、「地域密着型通所介護事業所(療養通所含む）」（22.5%）で、

「過剰」と「やや過剰」の合計が 20%以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ12．松戸市の介護保険において、事業所数もしくは定員等、量的に過不足が生じていると感

じるサービスはありますか。（それぞれ１つずつ○） 
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現在、十分に

連携が

図られて

いるので、

このままでよい

19.4%

連携が不十分

なので、もっと

連携を図るべき

である

60.6%

連携の必要性を

感じない

0.9%

どちらとも

いえない

15.3%

その他

0.9%

わからない

0.9%

無回答

1.9%

総数
320

（３）医療介護連携の考え 

 

 

 

 「連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである」が 60.6％と最も多く、次いで「現在、十

分に連携が図られているので、このままでよい」が 19.4％、「どちらともいえない」が 15.3％、「連

携の必要性を感じない」が 0.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ13．医療と介護の連携について、どのようにお考えですか。（１つに○） 
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9.8

35.1

34.0

37.1

8.2

27.3

22.2

18.6

13.9

25.8

18.0

11.3

2.6

0.0

3.1

0 10 20 30 40 50

少子高齢化の進展による医療保険・介護保険等の

社会保障に関する従事者の理解

退院後も安心して医療が継続できるための

在宅医療を含めた市内医療体制の把握

医療・看護従事者に対する介護事業に関する

研修による知識、理解の向上

介護従事者に対する医療・看護事業に関する

研修による知識、理解の向上

在宅医療を提供する医療機関（診療所・歯科診療所）

や薬局・訪問看護事業所の整備

24時間365日のサービス供給体制の構築に向けた

夜間、休日及び緊急時対応の整備

在宅医療に対応できる医師や看護師等の育成

介護従事者の医療従事者への相談体制

（ケアマネタイム等）の周知・拡大

医療従事者のケースカンファレンス（事例検討）への

参加の促進

医療と介護の情報共有システム（連携シートや

システム）の構築

在宅介護を希望する本人・家族への在宅医療の

情報提供や心構え教室の開催

退院支援の充実

その他

わからない

無回答

％総数=194(複数回答)

（４）医療介護連携に必要な取組 

 

 

 

 

 「介護従事者に対する医療・看護事業に関する研修による知識、理解の向上」が 37.1％と最も多

く、次いで「退院後も安心して医療が継続できるための在宅医療を含めた市内医療体制の把握」が

35.1％、「医療・看護従事者に対する介護事業に関する研修による知識、理解の向上」が 34.0％、「24

時間 365 日のサービス供給体制の構築に向けた夜間、休日及び緊急時対応の整備」が 27.3％と続い

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

（３）で２（連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである）と回答した方 

Ｑ13-１．医療と介護の連携を図るためには、特に何が必要だと思いますか。（３つまで○） 
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35.0

26.3

46.6

7.2

6.6

18.8

23.1

46.6

7.5

12.5

12.2

2.8

1.6

3.8

0 20 40 60

介護保険に関する最新・適切な情報提供

介護従事者のスキルアップ（育成）のための

研修の支援

介護従事者の確保・定着のための支援

給付管理等に関する相談体制の充実

不適正な事業所への指導

市民への自立支援や適正なサービス利用に

ついての啓発

処遇困難者への対応

事務手続きの簡略化

介護予防・日常生活支援総合事業の

サービスの拡充

ボランティアの育成

介護者支援策の充実

その他

特にない

無回答

％総数=320(複数回答)

 

 

 

（１）市への要望 

 

 

 

 

 「介護従事者の確保・定着のための支援」、「事務手続きの簡略化」がともに 46.6％と最も多く、

次いで「介護保険に関する最新・適切な情報提供」が 35.0％、「介護従事者のスキルアップ（育成）

のための研修の支援」が 26.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 松戸市への要望について 

Ｑ14．施設及び事業所等の経営者・管理者として、松戸市に対して望むことはどのようなこと

ですか。（３つまで○） 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 介護施設従事者調査（従事者）の結果 
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男性

21.2%

女性

77.9%

無回答

0.9%

総数
2,434

0.4

10.0

19.7

27.2

19.7

17.4

5.0

0.6

0 10 20 30 40

19歳以下

20歳以上30歳未満

30歳以上40歳未満

40歳以上50歳未満

50歳以上60歳未満

60歳以上70歳未満

70歳以上

無回答

％総数=2,434

 

 

 

（１）性別 

 

 

 

 「女性」が 77.9％、「男性」が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 「40 歳以上 50 歳未満」が 27.2％と最も多く、次いで「30 歳以上 40 歳未満」が 19.7％、「50 歳

以上 60 歳未満」が 19.7％、「60 歳以上 70歳未満」が 17.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 回答者自身の状況について 

Ｑ１．あなたの性別についておうかがいします。（どちらかに○） 

Ｑ２．あなたの現在の満年齢をおうかがいします。（平成２９年６月１日現在）（１つに○） 
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63.8

23.2

1.9

10.4

0.7

0 20 40 60 80

松戸市内

松戸市隣接市

東京23区

その他

無回答

％総数=2,434

14.0

56.1

9.3

18.5

32.6

9.3

13.2

5.9

2.1

2.4

0.6

0 20 40 60

同居人なし（独り暮らし）

配偶者

子（未就学児）

子（小中学生）

子（高校生以上）

親（65歳未満）

親（65歳以上）

兄弟、姉妹

祖父母

その他

無回答

％総数=2,434(複数回答)

（３）居住地 

 

 

 

 「松戸市内」が 63.8％と最も多く、次いで「松戸市隣接市」が 23.2％、「東京 23 区」が 1.9％と

続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）同居者 

 

 

 

 「配偶者」が 56.1％と最も多く、次いで「子（高校生以上）」が 32.6％、「子（小中学生）」が 18.5％、

「同居人なし（独り暮らし）」が 14.0％と続いています。 

 

 

 

  

Ｑ３．あなたのお住まいはどちらですか。（１つに○） 

Ｑ４．あなたと同居されている方はどなたですか。（あてはまるもの全てに○） 
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36.2

23.1

20.4

2.0

1.9

4.7

7.6

4.0

0 10 20 30 40 50

民間営利法人

社会福祉法人

医療法人

ＮＰＯ法人

社団法人・財団法人

その他

わからない

無回答

％総数=2,434

（５）法人種別 

 

 

 

 

 「民間営利法人」が 36.2％と最も多く、次いで「社会福祉法人」が 23.1％、「医療法人」が 20.4％、

「わからない」が 7.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ５．あなたが現在働いている（調査票が配布された）施設及び事業所等を運営する法人の種

別はどちらですか。（１つに○） 
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3.7

20.0

1.0

3.8

0.7

6.9

7.8

5.3

1.2

-

4.8

9.3

12.7

1.5

11.0

2.7

0.7

0.7

0.5

0.2

3.0

2.6

0 10 20 30

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問入浴介護事業所

訪問看護事業所

訪問リハビリテーション事業所

広域型通所介護事業所

地域密着型通所介護事業所（療養通所含む）

通所リハビリテーション事業所

短期入所生活介護事業所

短期入所療養介護事業所

広域型特別養護老人ホーム

地域密着型特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

グループホーム

小規模多機能型居宅介護事業所

看護小規模多機能型居宅介護事業所

認知症対応型通所介護事業所

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

特定施設入居者生活介護事業所

その他

無回答

％総数=2,434

（６）事業所種別 

 

 

 

 

 「訪問介護事業所」が 20.0％と最も多く、次いで「介護老人保健施設」が 12.7％、「グループホ

ーム」が 11.0％、「地域密着型特別養護老人ホーム」が 9.3％と続いています。 

 

 

 

  

Ｑ６．あなたが現在働いている（調査票が配布された）施設及び事業所等の種別はどちらです

か。（１つに○） 
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10人未満

13.4%

10人以上

20人未満

20.5%

20人以上

30人未満

20.8%

30人以上

40人未満

7.3%

40人以上

50人未満

5.8%

50人以上

29.5%

無回答

2.8%

総数
2,434

 

 

 

（１）職員数 

 

 

 

 

 「50 人以上」が 29.5％と最も多く、次いで「20 人以上 30 人未満」が 20.8％、「10 人以上 20 人

未満」が 20.5％、「10人未満」が 13.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 就労状況及び就労意識について 

Ｑ７．あなたが現在働いている施設及び事業所等では、施設長・管理者を含めて約何人が働い

ていますか。（１つに○） 
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正規職員

47.7%
非正規職員

（嘱託職員、契約

職員、臨時職員、

パート等）

50.3%

非正規職員

（派遣職員）

1.3%

無回答

0.7%

総数
2,434

全

体

正
規

職
員

非
正

規
職

員
（

嘱
託

職
員
、

契

約

職
員
、

臨

時
職

員
、

パ
ー

ト
等
）

非

正
規

職
員
（

派

遣
職

員
）

無

回
答

2,434 1,162 1,224 31 17
100.0 47.7 50.3 1.3 0.7

515 401 111 1 2
100.0 77.9 21.6 0.2 0.4

1,896 756 1,101 30 9
100.0 39.9 58.1 1.6 0.5

23 5 12 - 6
100.0 21.7 52.2 - 26.1

女性

無回答

性
別

全体

男性

（２）雇用形態 

 

 

 

 

 「非正規職員（嘱託職員、契約職員、臨時職員、パート等）」が 50.3％と最も多く、次いで「正

規職員」が 47.7％、「非正規職員（派遣職員）」が 1.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 

 男性は「正規職員」が 77.9％なのに対し、女性は「非正規職員（嘱託職員、契約職員、臨時職員、

パート等）」が 58.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ８．あなたが現在働いている施設及び事業所等）において、あなたの雇用形態はどちらです

か。（１つに○） 
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5.0

2.4

0.9

12.0

14.3

20.7

42.6

3.1

1.5

0.5

1.2

4.9

3.8

0.6

0 10 20 30 40 50

サービス提供責任者

介護支援専門員

２以外のサービス計画作成担当者

看護職員

施設介護職員

訪問介護員（ホームヘルパー）

介護職員

理学療法士（ＰＴ）

作業療法士（ＯＴ）

言語聴覚士（ＳＴ）

８～10以外の機能訓練士

生活相談員・支援相談員

その他

無回答

％総数=2,434(複数回答)

はい

8.0%

いいえ

91.0%

無回答

1.0%

総数
2,434

（３）職種 

 

 

 

 

 「介護職員」が 42.6％と最も多く、次いで「訪問介護員（ホームヘルパー）」が 20.7％、「施設介

護職員」が 14.3％、「看護職員」が 12.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）兼務 

 

 

 

 「いいえ」が 91.0％、「はい」が 8.0％となっています。 

 

 

 

  

Ｑ９．あなたが現在働いている施設及び事業所等における具体的な仕事はどの職種にあたりま

すか。（あてはまるもの全てに○） 

Ｑ10．あなたは同一法人内の複数の施設及び事業所等で兼務していますか。（どちらかに○） 
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ある

30.9%

ない

68.6%

無回答

0.5%

総数
2,434

ある

9.7%

ない

89.6%

無回答

0.7%

総数
2,434

（５）夜勤 

 

 

 

 

 「ない」が 68.6％、「ある」が 30.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）兼業 

 

 

 

 

 「ない」が 89.6％、「ある」が 9.7％となっています。 

 

 

 

  

Ｑ11．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたは夜間勤務がありますか。 

（どちらかに○） 

Ｑ12．あなたが現在働いている施設及び事業所等以外に、兼業している仕事がありますか。 

（どちらかに○） 
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全

体

１

年

未

満

１

年

以

上

２

年

未

満

２

年

以

上

３

年

未

満

３

年

以

上

５

年

未

満

５

年

以

上

1

0

年

未

満

1

0

年

以

上

資

格

を

持
っ

て

い

な

い

無

回

答

2,434 40 18 15 19 34 35 2,186 87

100.0 1.6 0.7 0.6 0.8 1.4 1.4 89.8 3.6

2,434 - - - 1 1 - 2,346 86

100.0 - - - 0.0 0.0 - 96.4 3.5

2,434 1 - - - 1 4 2,342 86

100.0 0.0 - - - 0.0 0.2 96.2 3.5

2,434 2 2 4 8 23 157 2,152 86

100.0 0.1 0.1 0.2 0.3 0.9 6.5 88.4 3.5

2,434 - 4 5 1 10 75 2,252 87

100.0 - 0.2 0.2 0.0 0.4 3.1 92.5 3.6

2,434 5 6 4 7 16 19 2,289 88

100.0 0.2 0.2 0.2 0.3 0.7 0.8 94.0 3.6

2,434 69 88 104 157 292 200 1,435 89

100.0 2.8 3.6 4.3 6.5 12.0 8.2 59.0 3.7

2,434 67 25 25 25 30 56 2,118 88

100.0 2.8 1.0 1.0 1.0 1.2 2.3 87.0 3.6

2,434 79 82 105 188 336 353 1,201 90

100.0 3.2 3.4 4.3 7.7 13.8 14.5 49.3 3.7

2,434 2 1 1 3 1 4 2,335 87

100.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 95.9 3.6

2,434 3 1 - 2 2 3 2,337 86

100.0 0.1 0.0 - 0.1 0.1 0.1 96.0 3.5

2,434 - 1 - - - 2 2,345 86

100.0 - 0.0 - - - 0.1 96.3 3.5

2,434 1 1 1 5 18 41 2,281 86

100.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.7 1.7 93.7 3.5

2,434 - 2 - 2 17 14 2,313 86

100.0 - 0.1 - 0.1 0.7 0.6 95.0 3.5

2,434 - - - - 5 5 2,338 86

100.0 - - - - 0.2 0.2 96.1 3.5

2,434 1 5 5 3 5 8 2,319 88

100.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.3 95.3 3.6
16

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

理学療法士（ＰＴ）

作業療法士（ＯＴ）

言語聴覚士（ＳＴ）

13～15以外の機能訓練士

歯科衛生士

介護支援専門員

主任介護支援専門員

保健師

看護師

准看護師

社会福祉士

介護福祉士

実務者研修（旧ホームヘ

ルパー１級）

介護職員初任者研修（旧ホー

ムヘルパー２級）

管理栄養士

栄養士

（７）資格取得後の従事年数 

 

 

 

 

①資格の所持状況と従事年数 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ13．あなたが下記の資格を取得してから、実際に何年程度従事していますか。 

（それぞれ１つずつ○） 
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全

体

１

年

未

満

１
年

以

上

２

年

未

満

２
年

以

上

３

年

未

満

３
年

以

上

５

年

未

満

５

年

以
上

1

0

年

未

満

1
0

年

以

上

161 40 18 15 19 34 35

100.0 24.8 11.2 9.3 11.8 21.1 21.7

2 - - - 1 1 -
100.0 - - - 50.0 50.0 -

6 1 - - - 1 4

100.0 16.7 - - - 16.7 66.7

196 2 2 4 8 23 157

100.0 1.0 1.0 2.0 4.1 11.7 80.1

95 - 4 5 1 10 75

100.0 - 4.2 5.3 1.1 10.5 78.9
57 5 6 4 7 16 19

100.0 8.8 10.5 7.0 12.3 28.1 33.3

910 69 88 104 157 292 200

100.0 7.6 9.7 11.4 17.3 32.1 22.0

228 67 25 25 25 30 56

100.0 29.4 11.0 11.0 11.0 13.2 24.6

1,143 79 82 105 188 336 353

100.0 6.9 7.2 9.2 16.4 29.4 30.9
12 2 1 1 3 1 4

100.0 16.7 8.3 8.3 25.0 8.3 33.3

11 3 1 - 2 2 3

100.0 27.3 9.1 - 18.2 18.2 27.3

3 - 1 - - - 2

100.0 - 33.3 - - - 66.7

67 1 1 1 5 18 41
100.0 1.5 1.5 1.5 7.5 26.9 61.2

35 - 2 - 2 17 14

100.0 - 5.7 - 5.7 48.6 40.0

10 - - - - 5 5

100.0 - - - - 50.0 50.0

27 1 5 5 3 5 8

100.0 3.7 18.5 18.5 11.1 18.5 29.6

15

16

10

11

12

13

14

5

6

7

8

9

1

2

3

4

言語聴覚士（ＳＴ）

13～15以外の機能訓練士

介護職員初任者研修（旧ホー

ムヘルパー２級）

管理栄養士

栄養士

歯科衛生士

理学療法士（ＰＴ）

作業療法士（ＯＴ）

実務者研修（旧ホームヘ

ルパー１級）

介護支援専門員

主任介護支援専門員

保健師

看護師

准看護師

社会福祉士

介護福祉士

②従事年数（資格所持者のみ） 
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4.1

2.7

5.5

8.4

14.6

13.6

15.7

31.6

2.7

1.0

0 10 20 30 40

６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上７年未満

７年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答

％総数=2,434

月給制

52.6%

日給制

1.2%

時給制

43.5%

その他

1.8%

無回答

1.0%

総数
2,434

（８）経験年数 

 

 

 

 

 「10 年以上 20年未満」が 31.6％と最も多く、次いで「７年以上 10 年未満」が 15.7％、「３年以

上５年未満」が 14.6％、「５年以上７年未満」が 13.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）給与形態 

 

 

 

 

 「月給制」が 52.6％と最も多く、次いで「時給制」が 43.5％、「日給制」が 1.2％と続いていま

す。 

 

 

 

  

Ｑ14．あなたが介護サービスの仕事に携わってからの通算の経験年数はどのくらいですか。 

（１つに○） 

Ｑ15．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの給与（賃金）形態はどれ

にあたりますか。（１つに○） 
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22.4

11.5

12.9

13.5

12.2

10.5

6.6

5.8

1.6

0.7

2.4

0 10 20 30

103万円以下

103万円超130万円未満

130万円以上200万円未満

200万円以上250万円未満

250万円以上300万円未満

300万円以上350万円未満

350万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上600万円未満

600万円以上

無回答

％総数=2,434

全
体

1
0

3
万
円

以
下

1
0

3
万
円

超

1
3

0
万
円

未
満

1
3

0
万
円

以
上

2
0

0
万
円

未
満

2
0

0
万
円

以
上

2
5

0
万
円

未
満

2
5

0
万
円

以
上

3
0

0
万
円

未
満

3
0

0
万
円

以
上

3
5

0
万
円

未
満

3
5

0
万
円

以
上

4
0

0
万
円

未
満

4
0

0
万
円

以
上

5
0

0
万
円

未
満

5
0

0
万
円

以
上

6
0

0
万
円

未
満

6
0

0
万
円

以
上

無
回
答

2,434 544 279 313 328 298 256 160 141 40 16 59
100.0 22.4 11.5 12.9 13.5 12.2 10.5 6.6 5.8 1.6 0.7 2.4

1,162 12 24 80 192 247 230 149 133 40 15 40
100.0 1.0 2.1 6.9 16.5 21.3 19.8 12.8 11.4 3.4 1.3 3.4
1,255 527 253 231 131 50 24 11 8 - 1 19

100.0 42.0 20.2 18.4 10.4 4.0 1.9 0.9 0.6 - 0.1 1.5
17 5 2 2 5 1 2 - - - - -

100.0 29.4 11.8 11.8 29.4 5.9 11.8 - - - - -

正規職員

非正規雇用

無回答

雇
用
形

態

全体

（10）年収 

 

 

 

 

 

 「103 万円以下」が 22.4％と最も多く、次いで「200 万円以上 250 万円未満」が 13.5％、「130 万

円以上 200 万円未満」が 12.9％、「250 万円以上 300 万円未満」が 12.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

雇用形態別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正規職員は「250 万円以上 300 万円未満」が 21.3％で最も多く、次いで「300 万円以上 350 万円

以下」が 19.8%で続きます。非正規職員（嘱託職員、契約職員、臨時職員、パート等）は、103 万円

以下が 42.2％を占めています。 

 

  

Ｑ16．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの昨年の年収はどのくらい

ですか。雇用期間が１年未満の方は、１年間の年収を想定してお答えください。 

（１つに○） 
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１日

1.8% ２日

6.2%

３日

14.1%

４日

18.2%

５日以上

48.5%

不定

9.9%

無回答

1.4%

総数
2,434

（11）労働日数 

 

 

 

 

 「５日以上」が 48.5％と最も多く、次いで「４日」が 18.2％、「３日」が 14.1％、「不定」が 9.9％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ17．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの１週間あたりの労働日数

はどのくらいですか。（１つに○） 
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10時間未満

16.3%

10時間以上

20時間未満

14.7%

20時間以上

30時間未満

10.8%

30時間以上

40時間以下

44.2%

不定

10.2%

無回答

3.8%

総数
2,434

全

体

1

0
時

間

未
満

1

0
時

間

以
上

2

0
時

間

未
満

2

0
時

間

以
上

3

0
時

間

未
満

3

0
時

間

以
上

4

0
時

間

以
下

不

定

無

回

答

2,434 396 358 263 1,077 248 92

100.0 16.3 14.7 10.8 44.2 10.2 3.8

1,162 123 30 33 741 194 41
100.0 10.6 2.6 2.8 63.8 16.7 3.5

1,255 268 327 229 328 53 50

100.0 21.4 26.1 18.2 26.1 4.2 4.0
17 5 1 1 8 1 1

100.0 29.4 5.9 5.9 47.1 5.9 5.9
無回答

雇

用
形

態

全体

正規職員

非正規雇用

（12）労働時間 

 

 

 

 

 「30 時間以上 40時間以下」が 44.2％と最も多く、次いで「10時間未満」が 16.3％、「10時間以

上 20時間未満」が 14.7％、「20 時間以上 30 時間未満」が 10.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

雇用形態別 

 正規職員は「30時間以上 40時間以下」が 63.8％で最も多く、非正規職員（嘱託職員、契約職員、

臨時職員、パート等）は「30 時間以上 40 時間以下」と「10 時間以上 20 時間未満」がとも 26.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ18．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの１週間あたりの労働時間

（超過勤務時間を除く）はどのくらいですか。（１つに○） 
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43.2

33.2

10.7

5.2

2.2

1.7

0.4

0.3

0.2

0.7

0.6

1.7

0 10 20 30 40 50

超過勤務はない

10時間未満

10時間以上20時間未満

20時間以上30時間未満

30時間以上40時間未満

40時間以上50時間未満

50時間以上60時間未満

60時間以上70時間未満

70時間以上80時間未満

80時間以上100時間未満

100時間以上

無回答

％総数=2,434

（13）超過勤務時間 

 

 

 

 

 「超過勤務はない」が 43.2％と最も多く、次いで「10時間未満」が 33.2％、「10時間以上 20時

間未満」が 10.7％、「20時間以上 30時間未満」が 5.2％と続いています。 

 

 

  

Ｑ19．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの超過勤務時間は月平均で

どのくらいですか。超過勤務手当の有無は問いません。（１つに○） 
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8.1

39.5

26.9

24.4

31.2

29.6

29.7

5.5

7.1

4.2

1.1

0 10 20 30 40 50

給与（賃金）がよかったため

通勤の便がよかったため

自分や家族の都合の良い時間（日）に

働けるため

この仕事はこれからの時代にますます

必要になると考えたため

やりがいを感じられる職業だと思ったため

福祉の仕事に興味、関心があったため

資格、技能を生かすため

他の職業に求人がなかった、または

採用されなかったため

その他

特に理由はない

無回答

％総数=2,434(複数回答)

（14）仕事の選択理由 

 

 

 

 「通勤の便がよかったため」が 39.5％と最も多く、次いで「やりがいを感じられる職業だと思っ

たため」が 31.2％、「資格、技能を生かすため」が 29.7％、「福祉の仕事に興味、関心があったため」

が 29.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ20．あなたが現在働いている仕事を選んだ主な理由は何ですか。（３つまで○） 
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21.4

3.1

3.1

9.7

4.1

22.0

6.7

13.3

6.7

8.6

1.5

0 10 20 30

新聞広告等の求人募集に応募

就職相談会、説明会に参加

就職情報誌の情報

インターネットの情報

母校の進路指導

家族、知人の紹介

事業所職員からの勧誘

公共職業安定所を通じて応募

人材派遣会社の紹介

その他

無回答

％総数=2,434

（15）就職のきっかけ 

 

 

 

 

 「家族、知人の紹介」が 22.0％と最も多く、次いで「新聞広告等の求人募集に応募」が 21.4％、

「公共職業安定所を通じて応募」が 13.3％、「インターネットの情報」が 9.7％と続いています。 

 

 

 

  

Ｑ21．あなたが現在働いている施設及び事業所等に就職した主なきっかけは何ですか。 

（１つに○） 
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（16）介護転職経験 

 

 

 

 「なし（新卒、他業界からの転職）」が 48.2％と最も多く、次いで「１回」が 22.8％、「３回以上」

が 15.1％、「２回」が 11.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ22．あなたは介護業界内での転職経験がありますか。（１つに○） 

１回

22.8%

２回

11.3%

３回以上

15.1%

なし

（新卒、他業界

からの転職）

48.2%

無回答

2.6%

総数
2,434

総数=2,434
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20.7

28.8

14.0

11.5

9.4

2.5

4.7

4.4

27.5

5.5

17.1

20.6

4.0

0 10 20 30 40

能力や実績に比べて、収入が少なかったため

法人や施設事業所の理念や運営の在り方に

不満があったため

長時間労働が常態化していたため

勤務ローテーションやシフト体制等が

不規則だったため

有給休暇や特別休暇等が取得しづらかったため

育児・介護の休暇等の支援体制や資格支援等の

福利厚生が充実していなかったため

役職配置や給与体系等のキャリアアップの

仕組みがなかったため

人員整理、勧奨退職または法人解散等のため

職場の人間関係に問題があったため

家族の看護、介護のため

結婚や出産、転居、病気のため

その他

無回答

％総数=1,196(複数回答)

（17）転職理由 

 

 

 

 

 「法人や施設事業所の理念や運営の在り方に不満があったため」が 28.8％と最も多く、次いで「職

場の人間関係に問題があったため」が 27.5％、「能力や実績に比べて、収入が少なかったため」が

20.7％、「結婚や出産、転居、病気のため」が 17.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（16）で１から３（介護業界内での転職経験あり）と回答した方 

Ｑ22-１．あなたが転職したのは主にどのような理由からですか。（３つまで○） 
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51.2

14.0

5.9

5.8

8.7

5.7

6.3

15.2

5.9

1.9

6.9

3.1

0 20 40 60

松戸市内

柏市

流山市

鎌ケ谷市

市川市

船橋市

その他千葉県内市町村

東京都

埼玉県

茨城県

その他

無回答

％総数=1,196(複数回答)

（18）転職前就労地域 

 

 

 

 

 

 「松戸市内」が 51.2％と最も多く、次いで「東京都」が 15.2％、「柏市」が 14.0％、「市川市」

が 8.7％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（16）で１から３（介護業界内での転職経験あり）と回答した方 

Ｑ22-２．あなたが現在働いている施設及び事業所等に転職する前は、過去にどの地域で働いて

いましたか。（あてはまるもの全てに○） 
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今の状況のまま

でも続けていき

たい

35.0%

給与体系、休暇

支援体制等の福

祉厚生、人材の

育成、人間関係

等の労働環境が

改善されれば続

けていきたい

37.1%

給与体系、休暇

支援体制等の福

祉厚生、人材の

育成、人間関係

等の労働環境が

改善されても続

けていきたくない

2.4%

わからない

20.3%

その他

3.5%

無回答

1.6%

総数
2,434

（19）就労継続意向 

 

 

 

 「給与体系、休暇支援体制等の福祉厚生、人材の育成、人間関係等の労働環境が改善されれば続

けていきたい」が 37.1％と最も多く、次いで「今の状況のままでも続けていきたい」が 35.0％、「わ

からない」が 20.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ23．あなたは介護関係の仕事を今後も続けていきたいと思いますか。（１つに○） 
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要介護２までの軽

度者は多様な担い

手（ＮＰＯやボラン

ティア等）が、要介

護３以上の中重度

者は専門職が担う

ことが望ましい

14.0%

軽度者は研修を受

けた多様な担い手

（ＮＰＯやボランティ

ア等）が、中重度者

は専門職が担うこと

が望ましい

41.5%

すべて専門職が

担うことが望まし

い

21.8%

いずれにも

当てはまらない

18.2%

無回答

4.5%

総数
2,434

（20）介護の担い手 

 

 

 

 

 「軽度者は研修を受けた多様な担い手（ＮＰＯやボランティア等）が、中重度者は専門職が担う

ことが望ましい」が 41.5％と最も多く、次いで「すべて専門職が担うことが望ましい」が 21.8％、

「いずれにも当てはまらない」が 18.2％、「要介護２までの軽度者は多様な担い手（ＮＰＯやボラ

ンティア等）が、要介護３以上の中重度者は専門職が担うことが望ましい」が 14.0％と続いていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ24．２０２５年には介護人材が約３７万人不足すると言われていますが、介護の担い手につ

いて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つに○） 



Ⅲ 介護施設従事者調査（従事者）の結果 

53 

利用者家族にも

できることはある

と思う

27.3%

地域住民にも

できることは

あると思う

5.3%

利用者家族や

地域住民ともに

できることは

あると思う

30.0%

利用者家族や

地域住民が

協力すれば

できると思う

20.2%

利用者家族にも

地域住民にも

できないと思う

5.3%

わからない

9.9%
無回答

2.0%

総数
2,434

（21）家族等にもできそうな支援 

 

 

 

 

 「利用者家族や地域住民ともにできることはあると思う」が 30.0％と最も多く、次いで「利用者

家族にもできることはあると思う」が 27.3％、「利用者家族や地域住民が協力すればできると思う」

が 20.2％、「わからない」が 9.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ25．あなたが日常提供しているサービスの中には、利用者家族や地域住民にもできると思う

ことはありますか。（１つに○） 
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34.4

12.7

20.5

2.8

45.3

1.5

22.2

31.5

17.3

14.8

19.7

13.8

5.0

26.3

1.4

1.0

2.8

0 10 20 30 40 50

日常的な掃除、洗濯及び炊事等の家事援助

ごみ出し

食材や日用品等の買い物代行

草取りや水やり等の庭の手入れ

声かけ、見守り、緊急通報装置等による安否確認

電話等による服薬確認

話し相手（傾聴）

移送ドライバー、通院介護や散歩補助等の外出支援

健康体操や筋力トレーニング等の運動指導、機会の提供

認知症予防のための脳トレーニングや運動教室

地域交流の場として、サロンやコミュニティカフェの開設

弁当や食材配達等の配食

認知症の方の市民後見人等の権利擁護

介護家族等へのアドバイス、サポート

その他

特にない

無回答

％総数=2,434(複数回答)

 

 

 

（１）生活支援 

 

 

 

 

 「声かけ、見守り、緊急通報装置等による安否確認」が 45.3％と最も多く、次いで「日常的な掃

除、洗濯及び炊事等の家事援助」が 34.4％、「移送ドライバー、通院介護や散歩補助等の外出支援」

が 31.5％、「介護家族等へのアドバイス、サポート」が 26.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 生活支援、医療・介護連携等について 

Ｑ26．今後、高齢になっても住み慣れた地域（在宅）での生活を続けるために、地域において

特に必要と思う生活支援はどのようなことですか。（３つまで○） 
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現在、十分に連

携が図られている

ので、このままで

よい

12.0%

連携の必要性

を感じない

0.5%

連携が不十分

なので、もっと

連携を図るべき

である

43.8%

どちらとも

いえない

26.4%

その他

0.9%

わからない

12.7%

無回答

3.8%

総数
2,434

（２）医療介護連携の考え 

 

 

 

 「連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである」が 43.8％と最も多く、次いで「どちらと

もいえない」が 26.4％、「わからない」が 12.7％、「現在、十分に連携が図られているので、このま

までよい」が 12.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ27．医療と介護の連携について、どのようにお考えですか。（１つに○） 
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12.1

37.1

20.6

30.5

15.8

28.1

21.1

14.6

6.2

32.6

25.4

14.8

3.1

1.4

1.8

0 10 20 30 40 50

少子高齢化の進展による医療保険・介護保険等の

社会保障に関する従事者の理解

退院後も安心して医療が継続できるための在宅医療を

含めた市内医療体制の把握

医療・看護従事者に対する介護事業に関する研修による

知識、理解の向上

介護従事者に対する医療・看護事業に関する研修による

知識、理解の向上

在宅医療を提供する医療機関（診療所・歯科診療所）や

薬局・訪問看護事業所の整備

24時間365日のサービス供給体制の構築に向けた

夜間、休日及び緊急時対応の整備

在宅医療に対応できる医師や看護師等の育成

介護従事者の医療従事者への相談体制

（ケアマネタイム等）の周知・拡大

医療従事者のケースカンファレンス（事例検討）への

参加の促進

医療と介護の情報共有システム（連携シートやシステム）

の構築

在宅介護を希望する本人・家族への在宅医療の

情報提供や心構え教室の開催

退院支援の充実

その他

わからない

無回答

％総数=1,065(複数回答)

（３）医療介護連携に必要な取組 

 

 

 

 

 「退院後も安心して医療が継続できるための在宅医療を含めた市内医療体制の把握」が 37.1％と

最も多く、次いで「医療と介護の情報共有システム（連携シートやシステム）の構築」が 32.6％、

「介護従事者に対する医療・看護事業に関する研修による知識、理解の向上」が 30.5％、「24時間

365 日のサービス供給体制の構築に向けた夜間、休日及び緊急時対応の整備」が 28.1％と続いてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）で３（連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである）と回答した方 

Ｑ27-１．医療と介護の連携を図るためには、特に何が必要だと思いますか。（３つまで○） 
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31.4

29.9

11.0

15.4

21.7

16.4

24.7

21.0

14.9

26.0

2.8

4.2

9.4

0 10 20 30 40

介護保険に関する最新・適切な情報提供

スキルアップ（育成）のための研修の支援

給付管理等に関する相談体制の充実

不適正な事業所への指導

市民への自立支援や適正な

サービス利用についての啓発

処遇困難者への対応

事務手続きの簡略化

介護予防・日常生活支援総合事業の

サービスの拡充

ボランティアの育成

介護者支援策の充実

その他

特にない

無回答

％総数=2,434(複数回答)

 

 

 

（１）市への要望 

 

 

 

 

 「介護保険に関する最新・適切な情報提供」が 31.4％と最も多く、次いで「スキルアップ（育成）

のための研修の支援」が 29.9％、「介護者支援策の充実」が 26.0％、「事務手続きの簡略化」が 24.7％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 松戸市への要望について 

Ｑ28．施設及び事業所等の従事者として、松戸市に対して望むことはどのようなことですか。 

（３つまで○） 
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Ⅳ 介護施設従事者調査（介護支援専門員）の結果 

59 

男性

16.9%

女性

82.5%

無回答

0.6%

総数
337

20歳以上

30歳未満

0.6% 30歳以上

40歳未満

11.6%

40歳以上

50歳未満

32.3%

50歳以上

60歳未満

31.2%

60歳以上

70歳未満

22.8%

70歳以上

1.2%

無回答

0.3%

総数
337

 

 

 

（１）性別 

 

 

 

 「女性」が 82.5％、「男性」が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 「40 歳以上 50 歳未満」が 32.3％と最も多く、次いで「50 歳以上 60 歳未満」が 31.2％、「60 歳

以上 70 歳未満」が 22.8％、「30 歳以上 40歳未満」が 11.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 回答者自身の状況、就労状況及び就労意識について 

Ｑ２．あなたの現在の満年齢をおうかがいします。（平成２９年６月１日現在）（１つに○） 

Ｑ１．あなたの性別についておうかがいします。（どちらかに○） 
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12.2

65.9

7.1

16.6

41.5

0.9

12.8

1.5

0.3

1.2

0.9

0 20 40 60 80

同居人なし（独り暮らし）

配偶者

子（未就学児）

子（小中学生）

子（高校生以上）

親（65歳未満）

親（65歳以上）

兄弟、姉妹

祖父母

その他

無回答

％総数=337(複数回答)

51.6

19.3

16.0

3.9

2.7

4.2

0.3

2.1

0 20 40 60 80

民間営利法人

社会福祉法人

医療法人

ＮＰＯ法人

社団法人・財団法人

その他

わからない

無回答

％総数=337

（３）同居者 

 

 

 

 「配偶者」が 65.9％と最も多く、次いで「子（高校生以上）」が 41.5％、「子（小中学生）」が 16.6％、

「親（65歳以上）」が 12.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）法人種別 

 

 

 

 

 「民間営利法人」が 51.6％と最も多く、次いで「社会福祉法人」が 19.3％、「医療法人」が 16.0％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ４．あなたが現在働いている（調査票が配布された）施設及び事業所等を運営する法人の種

別はどちらですか。（１つに○） 

Ｑ３．あなたと同居されている方はどなたですか。（あてはまるもの全てに○） 
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正規職員

75.7%

非正規職員

（嘱託、契約、臨

時、

派遣職員、パート

等）

23.7%

無回答

0.6%

総数
337

81.3

3.9

0.6

4.2

0.6

5.0

2.4

0.6

0.3

0.0

0.3

0.9

0 20 40 60 80 100

居宅介護支援事業所

広域型特別養護老人ホーム

地域密着型特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

グループホーム

小規模多機能型居宅介護事業所

看護小規模多機能型居宅介護事業所

特定施設入居者生活介護事業所

地域包括支援センター

その他

無回答

％総数=337

全

体

正

規

職
員

非
正

規

職
員

（

嘱

託
、

契

約
、

臨

時
、

派

遣

職
員
、

パ
ー

ト

等
）

無

回

答

57 52 4 1

100.0 91.2 7.0 1.8

278 203 75 -
100.0 73.0 27.0 -

2 - 1 1

100.0 - 50.0 50.0

性

別

男性

女性

無回答

（５）事業所種別 

 

 

 

 

 「居宅介護支援事業所」が 81.3％と最も多く、次いで「グループホーム」が 5.0％、「介護老人保

健施設」が 4.2％、「広域型特別養護老人ホーム」が 3.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）雇用形態 

 

 

 

 

 「正規職員」が 75.7％、「非正規職員（嘱託、

契約、臨時、派遣職員、パート等）」が 23.7％と

なっています。 

 男女別では、女性の非正規職員の割合が男性職

員よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ６．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの雇用形態はどちらですか。

（どちらかに○） 

Ｑ５．あなたが現在働いている（調査票が配布された）施設及び事業所等の種別はどちらです

か。（１つに○） 
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7.7

7.1

12.5

13.1

16.0

11.6

16.0

15.4

0.6

0 5 10 15 20

６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上７年未満

７年以上10年未満

10年以上

無回答

％総数=337

（７）在籍期間 

 

 

 

 

 「３年以上５年未満」が 16.0％と最も多く、次いで「７年以上 10 年未満」が 16.0％、「10 年以

上」が 15.4％、「２年以上３年未満」が 13.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ７．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたが介護支援専門員として在

籍している期間はどのくらいですか。（１つに○） 
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5.3

4.5

7.4

9.2

12.8

24.0

16.3

14.2

2.7

0.6

3.0

0 10 20 30

103万円以下

103円超130万円未満

130万円以上200万円未満

200万円以上250万円未満

250万円以上300万円未満

300万円以上350万円未満

350万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上600万円未満

600万円以上

無回答

％総数=337

全

体

1
0

3
万

円
以

下

1
0

3
円

超
1
3

0

万
円

未
満

1
3

0
万

円
以

上

2
0

0
万

円
未

満

2
0

0
万

円
以

上

2
5

0
万

円
未

満

2
5

0
万

円
以

上

3
0

0
万

円
未

満

3
0

0
万

円
以

上

3
5

0
万

円
未

満

3
5

0
万

円
以

上

4
0

0
万

円
未

満

4
0

0
万

円
以

上

5
0

0
万

円
未

満

5
0

0
万

円
以

上

6
0

0
万

円
未

満

6
0

0
万

円
以

上

無
回

答

337 18 15 25 31 43 81 55 48 9 2 10

100.0 5.3 4.5 7.4 9.2 12.8 24.0 16.3 14.2 2.7 0.6 3.0
255 3 1 7 20 36 72 52 46 9 2 7

100.0 1.2 0.4 2.7 7.8 14.1 28.2 20.4 18.0 3.5 0.8 2.7
80 15 14 18 11 7 9 3 2 - - 1

100.0 18.8 17.5 22.5 13.8 8.8 11.3 3.8 2.5 - - 1.3

2 - - - - - - - - - - 2
100.0 - - - - - - - - - - 100.0

全体

正規職員

非正規職員

無回答

（８）年収 

 

 

 

 

 

 「300 万円以上 350 万円未満」が 24.0％と最も多く、次いで「350 万円以上 400 万円未満」が 16.3％、

「400 万円以上 500 万円未満」が 14.2％、「250 万円以上 300 万円未満」が 12.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雇用形態別では、正規職員は「300 万円以上 350 万円未満」が 28.2％で最も多く、非正規職員は

「130 万円以上 200 万円未満」が 22.5％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ８．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの昨年の年収はどのくらい

ですか。雇用期間が１年未満の方は、１年間の年収を想定してお答えください。 

（１つに○） 
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１日 0.3%

２日 2.4%
３日 5.6%

４日 8.3%

５日以上 80.4%

不定 2.1%

無回答 0.9%

総数
337

（９）労働日数 

 

 

 

 

 「５日以上」が 80.4％と最も多く、次いで「４日」が 8.3％、「３日」が 5.6％、「２日」が 2.4％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ９．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの１週間あたりの労働日数

はどのくらいですか。（１つに○） 
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10時間未満 11.3%

10時間以上20時

間未満 4.7%

20時間以上30時

間未満 7.1%

30時間以上40時

間以下 67.1%

不定 7.7%

無回答 2.1%

総数
337

全

体

1

0

時

間
未

満

1

0

時

間
以

上

2

0

時

間
未

満

2

0

時

間
以

上

3

0

時

間
未

満

3

0

時

間
以

上

4

0

時

間
以

下

不

定

無

回
答

337 38 16 24 226 26 7
100.0 11.3 4.7 7.1 67.1 7.7 2.1

255 28 4 3 195 20 5

100.0 11.0 1.6 1.2 76.5 7.8 2.0

80 10 12 21 31 6 -
100.0 12.5 15.0 26.3 38.8 7.5 -

2 - - - - - 2

100.0 - - - - - 100.0

全体

正規職員

非正規職員

無回答

（10）労働時間 

 

 

 

 

 「30 時間以上 40時間以下」が 67.1％と最も多く、次いで「10時間未満」が 11.3％、「不定」が

7.7％、「20時間以上 30時間未満」が 7.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雇用形態別では、正規職員は「30時間以上 40時間以下」が 76.5%を占めており、非正規職員は「30

時間以上 40時間以下」が 38.8％、「20時間以上 30時間未満」が 26.3％となっています。 

 

 

  

Ｑ10．あなたが現在働いている施設及び事業所等において、あなたの１週間あたりの労働時間

（超過勤務時間を除く）はどのくらいですか。（１つに○） 
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22.8

36.5

18.1

8.6

5.6

2.4

0.9

0.9

0.0

0.9

1.2

2.1

0 10 20 30 40 50

超過勤務はない

10時間未満

10時間以上20時間未満

20時間以上30時間未満

30時間以上40時間未満

40時間以上50時間未満

50時間以上60時間未満

60時間以上70時間未満

70時間以上80時間未満

80時間以上100時間未満

100時間以上

無回答

％総数=337

0.3

0.0

0.3

0.0

5.3

2.7

0.6

0.0

0.0

1.8

12.5

78.3

1.5

34.7

8.6

1.2

0 20 40 60 80 100

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

看護師・准看護師

管理栄養士・栄養士

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

歯科衛生士

社会福祉士

介護福祉士

精神保健福祉士

訪問介護員（ホームヘルパー）

その他

無回答

％
総数=337(複数回答)

（11）超過勤務時間 

 

 

 
 

 「10 時間未満」が 36.5％と最も多く、次いで「超過勤務はない」が 22.8％、「10時間以上 20時

間未満」が 18.1％、「20時間以上 30時間未満」が 8.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）所持資格 

 

 

 

 

 「介護福祉士」が 78.3％と最も多く、次いで「訪問介護員（ホームヘルパー）」が 34.7％、「社会

福祉士」が 12.5％、「看護師・准看護師」が 5.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ12．あなたは、介護支援専門員以外にどのような保健医療福祉関係の資格をお持ちですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

Ｑ11．あなたが現在働いている施設及び事業所等（Ｑ５で選択）において、あなたの超過勤務

時間は月平均でどのくらいですか。超過勤務手当の有無は問いません。（１つに○） 
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3.3

2.4

7.7

6.8

13.9

18.1

18.4

28.2

1.2

0 10 20 30 40

６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上７年未満

７年以上10年未満

10年以上

無回答

％総数=337

19.3

0.3

0.6

10.4

0.0

23.1

8.3

19.3

2.7

14.5

1.5

0 10 20 30

新聞広告等の求人募集に応募

就職相談会、説明会に参加

就職情報誌の情報

インターネットの情報

母校の進路指導

家族、知人の紹介

事業所職員からの勧誘

職業安定所を通じて応募

人材派遣会社の紹介

その他

無回答

％総数=337

（13）経験年数 

 

 

 

 「10 年以上」が 28.2％と最も多く、次いで「７年以上 10 年未満」が 18.4％、「５年以上７年未

満」が 18.1％、「３年以上５年未満」が 13.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）就職のきっかけ 

 

 

 

 

 「家族、知人の紹介」が 23.1％と最も多く、次いで「新聞広告等の求人募集に応募」が 19.3％、

「職業安定所を通じて応募」が 19.3％、「インターネットの情報」が 10.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

  

Ｑ14．あなたが現在働いている施設及び事業所等に就職した主なきっかけは何ですか。 

（１つに○） 

Ｑ13．あなたの介護支援専門員としての経験年数はどのくらいですか。（１つに○） 
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14.8

14.8

22.8

23.7

11.3

7.1

2.4

1.8

1.2

0 10 20 30

10件未満

10～20件未満

20～30件未満

30～36件未満

36～40件未満

40～50件未満

50～60件未満

60件以上

無回答

％総数=337

92.3

51.9

12.5

25.8

31.2

35.9

25.8

5.9

0.9

1.5

1.5

0 20 40 60 80 100

本人の意向

家族の意向

健康管理

ＡＤＬの維持向上

ＱＯＬの維持向上

利用者の自立

家族等の介護負担の軽減

金銭面

社会性

その他

無回答

％総数=337(複数回答)

 

 
 

（１）担当件数 

 

 

 

 

 「30～36 件未満」が 23.7％と最も多く、次いで「20～30 件未満」が 22.8％、「10件未満」と「10

～20 件未満」が 14.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）優先事項 

 

 

 

 

 「本人の意向」が 92.3％と最も多く、次いで「家族の意向」が 51.9％、「利用者の自立」が 35.9％、

「ＱＯＬの維持向上」が 31.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

  

２ ケアプランの作成状況について 

Ｑ16．あなたがケアプランを作成するにあたって優先していることは何ですか。 

（３つまで○） 

Ｑ15．平成２９年５月の担当件数についておうかがいします。（予防プランについては、１件を

０．５件とカウントしてください）（１つに○） 
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20.8

43.3

12.2

14.5

19.3

4.7

7.1

10.1

13.6

43.6

5.9

11.6

12.2

10.1

28.2

7.4

1.2

3.0

0 10 20 30 40 50

アセスメント結果を容易にケアプランへ

反映できないケースがある

利用者本人と家族との意見が異なる時の

調整が難しい

ケアプランの短期、長期目標の設定が難しい

認知症の利用者、医療行為が必要な利用者等の

ケアプラン作成が難しい

利用者や家族から必要以上のサービス提供を

求められる

サービス提供事業者との調整が難しい

サービス提供体制が不十分で、利用者のニーズに

対応できない

医療機関（主治医等）との連携が確立できていない

サービス担当者会議の開催事務が煩雑

認定結果の判明が遅い

インフォーマルサービスについての情報がない

担当利用者数が多く、ケアプラン作成が目一杯

基準省令、基準条例の解釈が難しい

総合事業についての説明が難しい

介護支援専門員業務以外の事務量が多く、

業務範囲が不明確

その他

特にない

無回答

％
総数=337(複数回答)

（３）困りごと 

 

 

 

 

 「認定結果の判明が遅い」が 43.6％と最も多く、次いで「利用者本人と家族との意見が異なる時

の調整が難しい」が 43.3％、「介護支援専門員業務以外の事務量が多く、業務範囲が不明確」が 28.2％、

「アセスメント結果を容易にケアプランへ反映できないケースがある」が 20.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ17．あなたがケアプランの作成に際し、現在特に困っていることや、これまで特に困ったこ

とはありますか。（３つまで○） 
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80.4

23.7

3.6

0.3

45.4

57.6

1.8

0.9

14.8

1.5

5.3

1.2

0.3

0.9

0 20 40 60 80 100

同一事業所の介護支援専門員

他事業所の介護支援専門員

地域の主任介護支援専門員

千葉県介護支援専門員協議会

地域包括支援センター

松戸市役所

千葉県庁

千葉県国民健康保険団体連合会

サービス提供事業者

医療機関

その他

相談できる相手がいない

困ったりすることはない

無回答

％
総数=337(複数回答)

（４）相談相手 

 

 

 

 

 「同一事業所の介護支援専門員」が 80.4％と最も多く、次いで「松戸市役所」が 57.6％、「地域

包括支援センター」が 45.4％、「他事業所の介護支援専門員」が 23.7％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ18．あなたはケアプランを作成する上で、分からないことや困ったことがあったときに誰に

相談しますか。（３つまで○） 
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70.6

21.7

3.3

53.1

24.3

11.3

2.1

11.6

6.2

31.8

19.6

6.8

8.6

13.1

1.8

32.9

3.3

2.1

0.3

0 20 40 60 80

同一事業所の介護支援専門員

他事業所の介護支援専門員

地域の主任介護支援専門員

地域包括支援センター

松戸市役所

サービス提供事業者

医療機関

地域ケア会議

松戸市在宅医療・介護事業者情報検索システム

介護給付以外の相談受付マニュアル

利用者、家族

町会・自治会関係者

民生委員

社会福祉協議会

高齢者支援連絡会

インターネット

その他

情報を得ていない

無回答

％
総数=337(複数回答)

（５）インフォーマルサービス情報入手 

 

 

 

 

 「同一事業所の介護支援専門員」が 70.6％と最も多く、次いで「地域包括支援センター」が 53.1％、

「インターネット」が 32.9％、「介護給付以外の相談受付マニュアル」が 31.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ19．あなたはケアプランを作成する上で、インフォーマルサービスや地域の互助活動につい

ての情報をどこから得ていますか。（あてはまるものすべてに○） 
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54.0

51.3

43.0

13.6

44.2

22.6

20.2

4.7

1.8

0.9

0 20 40 60 80

意欲低下のみられる利用者から具体的な目標を

引き出すことに難しさを感じる

本人が「今のままでよい」と改善、変化を

求めたがらないことがある

能力はあっても自ら行わない利用者へ自立を

促すことに苦慮している

設定した目標について、利用者自身が達成する

との認識が薄いと感じる

介護保険で何でもやってもらいたいと思っており、

自立を目指すことについての理解が薄いと感じる

目標を達成した結果、サービスが減ることと

なった場合に、不安の訴えが聞かれる

必要性に応じて提案したサービス量と本人家族の

求めるサービス量の差が大きいと感じることがある

その他

特に感じない

無回答

％
総数=337(複数回答)

（６）利用者との意識の差 

 

 

 

 

 「意欲低下のみられる利用者から具体的な目標を引き出すことに難しさを感じる」が 54.0％と最

も多く、次いで「本人が「今のままでよい」と改善、変化を求めたがらないことがある」が 51.3％、

「介護保険で何でもやってもらいたいと思っており、自立を目指すことについての理解が薄いと感

じる」が 44.2％、「能力はあっても自ら行わない利用者へ自立を促すことに苦慮している」が 43.0％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ20．あなたは「自立支援」に向けたケアプランを作成する上で、どのようなことに、利用者

とのギャップを感じますか。（３つまで○） 
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34.7

40.7

27.6

4.5

34.1

5.0

20.8

35.6

6.2

6.5

14.8

12.5

16.0

19.6

3.6

0.3

2.1

0 10 20 30 40 50

日常的な掃除、洗濯及び炊事等の家事援助

ごみ出し

食材や日用品等の買い物代行

草取りや水やり等の庭の手入れ

声かけ、見守り、緊急通報装置等による安否確認

電話等による服薬確認

話し相手（傾聴）

移送ドライバー、通所介護や散歩補助等の外出支援

健康体操や筋力トレーニング等の運動指導、機会の提供

認知症予防のための脳トレーニングや運動教室

地域交流の場として、サロンやコミュニティカフェの開設

弁当や食材配達等の配食

認知症の方の市民後見人等の権利擁護

介護家族等へのアドバイス、サポート

その他

特にない

無回答

％
総数=337(複数回答)

（７）生活支援 

 

 

 

 

 「ごみ出し」が 40.7％と最も多く、次いで「移送ドライバー、通所介護や散歩補助等の外出支援」

が 35.6％、「日常的な掃除、洗濯及び炊事等の家事援助」が 34.7％、「声かけ、見守り、緊急通報装

置等による安否確認」が 34.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ21．今後、高齢になっても住み慣れた地域（在宅）での生活を続けるために、地域において

特に必要と思う生活支援はどのようなことですか。（３つまで○） 
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2.4

17.8

3.6

6.5

13.9

1.5

3.6

11.9

5.3

4.7

15.4

15.4

3.9

13.4

7.7

9.8

10.4

14.8

26.1

1.2

12.2

13.4

0 10 20 30 40

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問入浴介護事業所

訪問看護事業所

訪問リハビリテーション事業所（グループホーム）

広域型通所介護事業所

地域密着型通所介護事業所（療養通所含む）

通所リハビリテーション事業所

短期入所生活介護事業所

短期入所療養介護事業所

広域型特別養護老人ホーム

地域密着型特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

認知症対応型共同生活介護

小規模多機能型居宅介護事業所

看護小規模多機能型居宅介護事業所

認知症対応型通所介護事業所

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

特定施設入居者生活介護事業所

その他

無回答

％
総数=337(複数回答)

（８）不足しているサービス事業所 

 

 

 

 

 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所」が 26.1％と最も多く、次いで「訪問介護事業所」

が 17.8％、「広域型特別養護老人ホーム」が 15.4％、「地域密着型特別養護老人ホーム」が 15.4％

と続いています。 

 

 

 

 

  

Ｑ22．あなたが、松戸市で現状不足していると感じるサービス事業所は何だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
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13.1

15.4

10.1

62.6

10.1

3.9

14.8

40.1

4.7

8.0

3.6

0 20 40 60 80

出席者が少ない

意見等、発言が少ない

発言者が偏る

開催日程の調整が難しい

開催場所の確保が難しい

方針が定まらない

議事録の作成が困難

主治医との連携

その他

問題点はなかった

無回答

％
総数=337(複数回答)

 

 

 

（１）サービス担当者会議 

 

 

 

 

 「開催日程の調整が難しい」が 62.6％と最も多く、次いで「主治医との連携」が 40.1％、「意見

等、発言が少ない」が 15.4％、「議事録の作成が困難」が 14.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 居宅サービス事業者等との関わりについて 

Ｑ23．あなたは、最近開催したサービス担当者会議で問題を感じたことはありますか。 

（３つまで○） 
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13.6

35.3

12.8

19.6

8.6

27.0

7.7

0 10 20 30 40 50

ケアプラン通りにサービスを

提供してくれない

利用者の変化・要望等について

報告してくれない

利用者に対する説明にくい違いがある

双方とも忙しいため報告や相談の

ための時間が取れない

その他

いずれもない

無回答

％総数=337(複数回答)

現在、十分に

連携が図られて

いるので、このま

までよい

12.8%

連携が不十分な

ので、もっと連携

を図るべきである

64.4%

連携の必要性を

感じない

1.5%

どちらとも

いえない

15.1%

その他

1.5%

わからない

2.7% 無回答

2.1%

総数
337

（２）サービス事業者との関係 

 

 

 

 「利用者の変化・要望等について報告してくれない」が 35.3％と最も多く、次いで「いずれもな

い」が 27.0％、「双方とも忙しいため報告や相談のための時間が取れない」が 19.6％、「ケアプラン

通りにサービスを提供してくれない」が 13.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）医療介護連携の考え 

 

 

 

 「連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである」が 64.4％と最も多く、次いで「どちらと

もいえない」が 15.1％、「現在、十分に連携が図られているので、このままでよい」が 12.8％、「わ

からない」が 2.7％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ25．あなたは、医療と介護の連携について、どのようにお考えですか。（１つに○） 

Ｑ24．あなたは、サービス事業者との関係で苦慮していることはありますか。（２つまで○） 
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5.1

33.6

30.9

24.4

11.1

26.7

18.0

19.8

12.9

12.4

25.8

23.0

6.0

0.5

0.9

0 10 20 30 40 50

少子高齢化の進展による医療保険・介護保険等の

社会保障に関する従事者の理解

退院後も安心して医療が継続できるための

在宅医療を含めた市内医療体制の把握

医療・看護従事者に対する介護事業に関する

研修による知識、理解の向上

介護従事者に対する医療・看護事業に関する

研修による知識、理解の向上

在宅医療を提供する医療機関（診療所・歯科

診療所）や薬局・訪問看護事業所の整備

24時間・365日のサービス供給体制の構築に向けた

夜間、休日及び緊急時対応の整備

在宅医療に対応できる医師や看護師等の育成

介護従事者の医療従事者への相談体制

（ケアマネタイム等）の周知・拡大

医療従事者のケースカンファレンス（事例検討）

への参加の促進

医療と介護の情報共有システム（連携シートや

システム）の構築

在宅介護を希望する本人・家族への在宅医療の

情報提供や心構え教室の開催

退院支援の充実

その他

わからない

無回答

％
総数=217(複数回答)

 

（４）医療介護連携に必要な取組 

 

 

 

 

 

 「退院後も安心して医療が継続できるための在宅医療を含めた市内医療体制の把握」が 33.6％と

最も多く、次いで「医療・看護従事者に対する介護事業に関する研修による知識、理解の向上」が

30.9％、「24 時間・365 日のサービス供給体制の構築に向けた夜間、休日及び緊急時対応の整備」が

26.7％、「在宅介護を希望する本人・家族への在宅医療の情報提供や心構え教室の開催」が 25.8％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３）で２（連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである）と回答した方 

Ｑ25-１．あなたは、医療と介護の連携を図るためには、特に何が必要だと思いますか。 

（３つまで○） 
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現在、十分に連

携が図られてい

るので、このまま

でよい

30.3%

連携が不十分な

ので、もっと連携

を図るべきである

37.1%

連携の必要性を

感じない

2.4%

どちらとも

いえない

20.5%

その他

1.8%

わからない

4.7% 無回答

3.3%

総数
337

相談体制の充実

（相談シートの

作成など）

12.8%

休日、夜間の

相談体制の周知

22.4%

お互いの顔の

見える関係づくり

の推進

（ケアマネ交流会

など） 25.6%

地域包括支援

センター職員の

スキルアップ

25.6%

その他 7.2%

無回答 6.4%

総数
125

（５）地域包括支援センターとの連携の考え 

 

 

 

 「連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである」が 37.1％と最も多く、次いで「現在、十

分に連携が図られているので、このままでよい」が 30.3％、「どちらともいえない」が 20.5％、「わ

からない」が 4.7％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）地域包括支援センターとの連携に必要な取組 

 

 

 

 

 

 「お互いの顔の見える関係づくりの推進（ケアマネ交流会など）」と「地域包括支援センター職員

のスキルアップ」がそれぞれ 25.6％で多く、次いで「休日、夜間の相談体制の周知」が 22.4％、「相

談体制の充実（相談シートの作成など）」が 12.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（５）で２（連携が不十分なので、もっと連携を図るべきである）と回答した方 

Ｑ26-１．あなたは、地域包括支援センターとの連携を図るためには、特に何が必要だと思いま

すか。（１つに○） 

Ｑ26．あなたは地域包括支援センターとの連携について、どのようにお考えですか。（１つに○） 
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定期的に

参加している

15.4%

参加した

ことがある

34.1%

参加した

ことがない

46.3%

地域ケア

会議を知らない

0.9%

無回答 3.3%

総数
337

25.1

40.7

43.1

8.4

35.9

2.4

12.0

3.6

0 10 20 30 40 50

他職種との連携により、問題解決方法

が分かった

地域の特性や課題を理解できた

他職種や地域住民と顔の見える関係を

作ることができた

得られた情報をケアプラン作成に活用

することができた

地域の資源、インフォーマルサービス等

の情報が得られた

その他

特にない

無回答

％総数=167(複数回答)

（７）地域ケア会議 

 

 

 

 「参加したことがない」が 46.3％と最も多く、次いで「参加したことがある」が 34.1％、「定期

的に参加している」が 15.4％、「地域ケア会議を知らない」が 0.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）地域ケア会議に参加してよかったこと 

 

 

 

 

 

 「他職種や地域住民と顔の見える関係を作ることができた」が 43.1％と最も多く、次いで「地域

の特性や課題を理解できた」が 40.7％、「地域の資源、インフォーマルサービス等の情報が得られ

た」が 35.9％、「他職種との連携により、問題解決方法が分かった」が 25.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（７）で１、２（定期的に参加している、参加したことがある）と回答した方 

Ｑ27－１．あなたが地域ケア会議に参加してよかったことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

Ｑ27．あなたは、地域ケア会議にどのくらい参加していますか。（１つに○） 
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とても働きがいを

感じている

22.6%

働きがいを

感じつつある

55.5%

働きがいを

ほとんど感じない

14.8%

働きがいを

全く感じない

1.8%

無回答 5.3%

総数
337

 

 

 

（１）働きがい 

 

 

 

 「働きがいを感じつつある」が 55.5％と最も多く、次いで「とても働きがいを感じている」が 22.6％、

「働きがいをほとんど感じない」が 14.8％、「働きがいを全く感じない」が 1.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 介護支援専門員業務全般について 

Ｑ28．あなたは、介護支援専門員の仕事に働きがいを感じていますか。（１つに○） 
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44.9

77.6

9.5

14.4

0.4

13.3

4.6

3.8

0 20 40 60 80

利用者に感謝されたこと

利用者や家族の暮らしが改善されたこと

ケアプランが円滑に機能したこと

家族の理解を得られたこと

自治体から評価されたこと

経験を十分に活かせること

その他

無回答

％総数=263(複数回答)

（２）働きがいの内容 

 

 

 

 

 「利用者や家族の暮らしが改善されたこと」が 77.6％と最も多く、次いで「利用者に感謝された

こと」が 44.9％、「家族の理解を得られたこと」が 14.4％、「経験を十分に活かせること」が 13.3％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）で１、２（とても働きがいを感じている、働きがいを感じつつある）と回答した方 

Ｑ28-１．どのようなことに働きがいを感じていますか。（２つまで○） 
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21.1

9.2

16.9

27.6

20.2

7.7

6.2

28.8

43.0

5.9

13.1

6.5

2.4

0 10 20 30 40 50

多問題事例のケアマネジメントの方法が

分からない

認知症ケアの方法が分からない

医療機関との連携がうまくとれない

利用者および家族がサービスの必要性を

理解していない

忙しくて利用者の意見、要望を聞き調整する

時間が十分取れない

サービス提供事業者に関する情報が少ない

所属事業所の関連事業者からの

サービスに偏る

介護保険外サービスの種類が少ない

介護支援専門員業務以外の事務量が多い

相談できる人が身近にいない

その他

特にない

無回答

％総数=337(複数回答)

（３）業務の課題 

 

 

 

 

 「介護支援専門員業務以外の事務量が多い」が 43.0％と最も多く、次いで「介護保険外サービス

の種類が少ない」が 28.8％、「利用者および家族がサービスの必要性を理解していない」が 27.6％、

「多問題事例のケアマネジメントの方法が分からない」が 21.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ29．あなたは、介護支援専門員業務を行う上での課題としてどのようなことをお考えですか。

（３つまで○） 
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8.3

11.9

27.6

4.7

19.3

5.6

19.9

24.0

3.9

8.6

36.5

16.6

14.8

7.7

2.4

0 10 20 30 40 50

利用者や家族に対する業務内容の説明と同意

課題分析（アセスメント）のための訪問・面接など

サービス担当者会議の開催・調整

ケアプラン原案に対する利用者・家族の合意

ケアプランの交付（書類の作成など）

モニタリングのための訪問・面接など

主治医や医療機関との連絡調整

利用者や事業者の苦情対応

要介護認定などの申請代行

介護報酬請求事務

夜間や休日の相談対応

制度や総合事業についての説明

その他

特にない

無回答

％総数=337(複数回答)

（４）業務の負担 

 

 

 

 

 「夜間や休日の相談対応」が 36.5％と最も多く、次いで「サービス担当者会議の開催・調整」が

27.6％、「利用者や事業者の苦情対応」が 24.0％、「主治医や医療機関との連絡調整」が 19.9％と続

いています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ30．あなたは、介護支援専門員業務の中で、どのようなことに負担を感じていますか。 

（３つまで○） 
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58.8

15.4

60.8

24.0

17.8

48.1

24.0

25.8

3.6

11.6

42.4

16.0

5.6

10.4

1.8

0 20 40 60 80

受診同行

受診への送迎

緊急入院した場合の対応

薬局への処方箋の提出、受け取り

介護サービスで対応できない家事

頻回な電話への対応

徘徊時の捜索、捜索依頼等の対応

郵便物の投函

現金の出し入れ

支払いの代行

介護保険以外の各種申請（給付金など）

介護サービス以外の利用時の立会い

その他

行っていない

無回答

％総数=337(複数回答)

（５）業務以外の支援 

 

 

 

 

 「緊急入院した場合の対応」が 60.8％と最も多く、次いで「受診同行」が 58.8％、「頻回な電話

への対応」が 48.1％、「介護保険以外の各種申請（給付金など）」が 42.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ31．あなたは、介護支援専門員業務以外に、担当利用者に対し、次のような支援を行ってい

ますか。（あてはまるものすべてに○）  
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74.0

30.1

53.4

23.3

5.5

32.9

11.0

6.8

5.5

4.1

0 20 40 60 80

介護支援専門員に対する身近な相談対応

介護支援専門員への個別指導・同行訪問

支援困難事例への対応

地域の介護支援専門員における資質向上に

向けた取り組み（事例検討会等）

地域包括ケアの体制づくり、社会資源の

把握・開発

地域包括支援センターとの連携・協働

医療機関・介護サービス事業者・他職種との

連携体制の構築

主任介護支援専門員同士の連携・

ネットワークづくり

その他

無回答

％総数=73(複数回答)

持っている

21.7%

持っていない

77.2%

無回答

1.2%

総数
337

（６）主任介護支援専門員資格 

 

 

 

 「持っている」が 21.7％、「持っていない」が 77.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）主任介護支援専門員の業務 

 

 

 

 
 

 「介護支援専門員に対する身近な相談対応」が 74.0％と最も多く、次いで「支援困難事例への対

応」が 53.4％、「地域包括支援センターとの連携・協働」が 32.9％、「介護支援専門員への個別指導・

同行訪問」が 30.1％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）で１（持っている）と回答した方 

Ｑ32-１．あなたが、主任介護支援専門員として行っている業務は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

Ｑ32．あなたは主任介護支援専門員の資格をお持ちですか。（どちらかに○） 
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26.0

23.3

30.1

4.1

28.8

5.5

9.6

12.3

0 10 20 30 40

地域包括支援センターの主任介護支援

専門員との連携体制の構築支援

居宅介護支援事業所における主任介護支援

専門員の役割の明確化

地域の社会資源の把握・ネットワークづくり支援

介護予防・自立支援に質するケアマネジメントに

ついての啓発

主任介護支援専門員の資質向上を目的とした

研修会の開催

その他

特にない

無回答

％総数=73(複数回答)

（８）主任介護支援専門員としての市への要望 

 

 

 

 「地域の社会資源の把握・ネットワークづくり支援」が 30.1％と最も多く、次いで「主任介護支

援専門員の資質向上を目的とした研修会の開催」が 28.8％、「地域包括支援センターの主任介護支

援専門員との連携体制の構築支援」が 26.0％、「居宅介護支援事業所における主任介護支援専門員

の役割の明確化」が 23.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ32-２．あなたが、主任介護支援専門員として松戸市に望むことは何ですか。（２つまで○） 
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44.2

22.8

14.8

5.6

20.2

35.9

55.5

7.1

11.3

10.1

8.6

3.3

2.7

0 20 40 60

介護保険に関する最新・適切な情報提供

スキルアップのための研修の実施

給付管理等に関する相談体制の充実

不適正な事業所への指導

市民への自立支援や適正なサービス利用に

ついての啓発

処遇困難者への対応

事務手続きの簡略化

介護予防・日常生活支援総合事業の

サービスの充実

ボランティアの育成

介護者支援策の充実

その他

特にない

無回答

％総数=337(複数回答)

 

 

 

（１）市への要望 

 

 

 

 

 「事務手続きの簡略化」が 55.5％と最も多く、次いで「介護保険に関する最新・適切な情報提供」

が 44.2％、「処遇困難者への対応」が 35.9％、「スキルアップのための研修の実施」が 22.8％と続

いています。 

 

 

 

 

 

 

５ 松戸市への要望について 

Ｑ33．施設および事業所等の介護支援専門員として、松戸市に対し、あなたが望むことはどの

ようなことですか。（３つまで○） 
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